
縄文柴犬審査基準

ＪＳＲＣ 縄文柴犬研究センター ２００９．０４

１. 縄文柴犬とその保存

縄文柴犬の歴史は日本文化の歴史に深く関わり、凡そ１万年前の縄文時代には単なる家

畜としての役割だけでなく、“家族の一員・仲間”として、共に移動しながら生活をして

いたと推測される。そして、人の葬送と同じように犬を埋葬する、特別な関係も見られた。

長い歴史の中で、日本民族と共存して来たこの縄文柴犬は、原種的な素朴さと野性的な

性質の鋭さを今も失ってはいないと思われる。原種的な素朴さとは、鋭い警戒心がありな

がらも、信頼を深めた飼い主には大変に素直で忍耐強いなど、従順で陽気で純情である等

々の特性を指す。野性的とは、力強く締まった体躯構成で弾力性があり、機敏で敏捷にし

て勇猛な状態を表す。

この縄文柴犬は、額が広く平らで額段が浅く面長であり、鋭く輝いた眼、良く締まった

口吻はバランス良く、品位ある顔貌が備わっていて野性的な風貌がある。こうした縄文柴

犬との共生においては、何よりも信頼と社会性 （管理） の統一が求められるが、その事は

こうした本質の理解と密接に関連している。

この地球上には数百種類以上もの犬が存在する。しかし、日本の在来犬である縄文柴犬

は１万年前からの原型に近い形態を残していると考えられる、極めて珍しい貴重な一種と

して捉える必要があると考えている。いかなる科学の英知があったとしても、この地上か

ら縄文柴犬が一旦滅びたとしたなら、それを甦らせることは不可能である。

ここに縄文柴犬の野生動物的な姿形や共生について、研究し保存することの意味がある。

２. 審査基準について

（はじめに）

ここで言う「審査」とは、所謂、犬の見方の事であり、前段に述べた“縄文柴犬とその

保存”の観点にあり、今後の研究成果により補足・修正をする事がある。

以下、審査について具体的な基準（目安）を示すが、前提には、限られた条件や環境に於い

ての範囲から、根拠のある評価をする事になる。その場合、審査に携わった者は協議・一致

を原則とする。また、審査を担当する者は、この「縄文柴犬審査基準」を基本として、理

解を深め研鑽しなければならない。

１．顔貌について

縄文柴犬の顔貌は、鋭く締まっていて面長である。その顔貌の額は広く平らであり、額

段（ストップ）は相当に浅く、真っ直ぐ伸びた口吻は咀嚼筋が発達し力強さがある。深く

沈んだ眼球は顔貌に品位を与え鋭く輝く。力強く立っている時の耳は、聴覚の鋭敏さを表

している。

しかし、近年の食物の変化により、咀嚼力や歯牙の退化が指摘され、その関連から顔貌
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にも影響がある事を憂慮しなければならない。

（１） 額段

縄文柴犬の額段が浅いという事は、額が広く平らであり四肢や体形の隅々にまで深く関

連する。別に言い換えるなら、額段と言う部分の捉え方は、他の日本犬種との違いを明ら

かにする程、重要な問題が含まれている事を理解しなければならない。

また、縄文時代の犬と共通性を持つ重要な点は、「額段が浅い」と言う事である。

（２） 耳

聴覚が鋭敏な野性動物は、それなりに耳が発達している。その共通点として、縄文柴犬

の耳は全体的に三角形で、通常はやや前傾し、内耳線は直線的で、外耳線はやや丸みを持

ち厚みがある。耳のつけ根は、頭頂部よりやや下位にあり、力強く前傾し、程良く開き聴

覚の鋭さを表現している。

（３） 眼

眼球は深く沈んでおり、外眥が上がり気味で下瞼は直線に近く、虹彩は生育環境によっ

て濃い、淡いなどの違いが現れる。全体として鋭く力強く輝き、豊かな情緒と沈着な表情

が感じ取れて品位がある。

（４） 口吻と歯牙

鼻梁は真っ直ぐに長く伸び、口吻は肉食獣の特徴を持つ歯牙の大きさと、それを支える

のに相応しく力強く締まり、適度に太く鋭く均整的な調和がある。鼻鏡や唇の色素 （濃い

とか薄いの判断がある） は統一している。

また、横から見た上唇は丸みがあり、下唇は強く締まって調和があり、大きな歯牙は噛

み合わせが正しい。

切歯（門歯） 犬歯 前臼歯 後臼歯

正常な歯式は（略図参照） 上 ３ １ ４ ２

下 ３ １ ４ ３

２．体型について

雄と雌の相異点は、性器の違いを除けばそれほど明確ではないが、一般的には体高対体

長は １００対１１０ といわれ、相対的に雄に比べて雌は胴長の傾向にある。

体高は、雄で３９．５ｃｍ、雌で３６．５ｃｍが平均となる。

体躯構成は人為的でなく均整的で素朴であり、骨格は正しく構成されており胸や四肢な

どの発達した締まりなどは、俊敏な動きと隙のない身構えや力強さを表現する。

⑴首と後頭部

後頭部は良く発達して軽く盛り上がり、頸椎は太く締まって品位ある逞しさを表現して

いる。

⑵ 胸・腹・背・腰など

正面から見ると肩幅は広がらず、側面から見ると胸は深く（船底型と言われる）、首や

頭部と調和している。

背は真っ直ぐで、腹は腰に向かって贅肉がなく緊密で強く締まり（乾燥している、とも
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表現する事がある）、強壮で活発な内臓を備えている事が推量でき（クサビ形とも言われ

る）均整的で統一感がある。

⑶ 前肢と後肢

前肢は肩胛骨から上腕骨にかけて適度に傾斜し、筋肉が良く発達していて腕（橈骨・尺

骨）は真っ直ぐであり、前趾は強健で全体に癖がない。

後肢は、骨盤から大腿骨にかけて適度に傾斜し、筋肉は充分に発達し、前肢と比較する

とやや傾斜し矢状面になっている。また、後肢は非常に均整的で、飛節は明確な角度があ

り強靱な踏ん張りを示し、癖がない。（体系の図解）

⑷ 生殖器

雄の生殖器は、陰嚢内に備えた２個の精巣と陰茎から成り立って、雌との交尾の際には

正常な位置にあること。

雌の生殖器は、子宮・卵巣・膣及び陰門から成り立ち、雄との交尾では正常な位置にあ

ること。

３． 尾について

一般的に尾は、背線より低い位置から出ている。太く力強く体型に調和し素直に柔軟で

あり、癖のない美しさがある。また尾は、体躯の端部にあるため、その時々の体調など様

々な影響が現れ易い。

尾の形を表現するのは、

（ａ）巻き尾は、尾の先端が背線に触れているか、下がっている場合を指し、二重巻き

の場合も含まれる。

（ｂ）差し尾は、尾の先端が背線より離れている。

（ｃ）太刀尾・薙刀尾の場合は、尾の先端が上に向いている状態などがある。

備考：野生動物的な理解では、元々尾は下がっており、背線よりも低い位置から差し尾や

巻き尾となる。

４． 被毛について

体全体の「毛色」は、赤毛・ごま毛・白毛・黒毛と呼んでいる。

尾・尻・首の各部の毛はやや長く、背毛はわずかに長く、いずれも開立し皮膚に密着しな

い状態である。色彩は表面が濃く、下に行くに従って淡くなり根元は殆ど白く見える。一

般的には「根白」とか「二段毛色」とか「三段毛色」と言われている。

また、頸・四肢・胸・腹・尾の「裏側の毛」は、頭・顔・頸・背・尾・四肢の「表側の

毛」に比べて薄く「裏白」である。この現象は、野性動物とも共通した色調である。

特に、剛毛は太く真っ直ぐで、綿毛（裏毛）は細く柔らかで密生するが、季節や地域、栄

養状態などの環境と条件により、違いが現れ易いことを理解する必要がある。

（補足）毛色の呼び方について

（１） 赤毛（注・色彩的表現では茶色・黄土色に該当する。）

（ａ） 濃い赤毛 （ｂ） 薄い赤毛 （ｃ） 明るい赤毛

（２） 黒毛

（ａ） 黒毛 （ｂ） 黒褐色（ブラック・タン）

（３） 白毛

（ａ） 白毛 （ｂ） ぼけ白（よごれ白）毛
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（４） ごま毛

（ａ） ごま毛 （ｂ） 赤ごま毛 （ｃ） 黒ごま毛 （ｄ） 白ごま毛

柴犬の特徴の一つに、微妙で多様な毛色が挙げられる。しかし、例えば「チョコレート

色」とか「長毛」のように、外国犬種や人為的な毛色・毛質との違いを理解する必要があ

る。

３. 評価について

１．評価区分は次の通り。但し、後日になって実績による評価を与える場合もある。

⑴．金章犬

現在の到達点として「理想の柴犬」の評価は、公開を原則とする。

⑵．優秀犬章

金章犬に準ずるが、個性的な評価をする。

⑶．優良犬章

優秀犬章に準ずる評価である。

⑷．優級犬章

優良犬章に準ずるが、作出には慎重を要する。

⑸．良級犬章

優級に準ずるが、当会の標準に合致しない場合の評価とする。

２．雄・雌に分け、成長度合いを考慮して個体の評価をする。

⑴．幼犬組 ａ．仔犬・生後４０日以上１００ 日未満

ｂ．幼犬・１００ 日以上６ カ月未満

評価は、①． 特別幼犬賞・金章犬が期待出来る場合。

②． 優秀幼犬賞・金章犬に準ずる展望が期待出来る場合。

③． 良級幼犬賞・柴犬として疑義があると判断する場合。

⑵． 若犬組 生後６ カ月以上１ カ年未満。

評価は前項 １． に準ずるが、心身共に成長過程にあるので、評価は暫定的とする。

⑶． 壮犬組 生後１ カ年以上２ 年６ カ月未満。

評価は前項 １． に準ずる。

⑷． 成犬組 生後２ 年６ カ月以上。

評価は前項 １． に準ずる。

３． 補足 （金章犬にしないもの）

⑴失格とするもの。

①柴犬の特徴に著しく欠けているもの。

②第三者に迷惑を及ぼす病的疾患。（伝染性のもの）

③先天性疾患と判断したもの。

④審査中に失踪や棄権をしたもの。

⑵飼育管理が不充分と思われもの。

①神経的に過敏性である。

（むやみに噛みつく・恐がる・吠える・逃げ回るなど）

②病的疾患にある。
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（皮膚病、咳、栄養失調、栄養過大、特に伝染性のある疾患など）

③柴犬として表現を弱めている。（身体の損傷が激しい場合など）

⑶先天的に遺伝性と思われるもの。

①先天的な心身の疾患又は過敏性のもの。

⑴身体の異常・疾患（四肢とか尾など）のあるもの。

⑵舌斑のあるもの。

⑶奇形と思われるもの。

②雄では精巣（睾丸）が片側だけのもの。

③噛み合わせが不正なもの。

④正常な歯式から欠歯が１以上あるもの。但し、失歯の場合はこの限りではない。

⑷審査場の態度と状況によるもの。

①全く、尾を上げない。

②特に集中力に欠ける。 （眼や耳、顔貌の状態から判断する）

③①とは反対に、明らかに鈍感なもの。

④体高や体長など数値による判定で、限界を著しく越えるもの。

４. 賞と章・表彰について

１．金章犬

当会の理想とする犬に授与。

２．縄文柴犬賞

同一展（会場）に限り、最高の犬として授与。

（仮に、金章犬が出現しなくても、その会場の最高犬に授与）

３．作出奨励賞（期間は問わない）

同一犬を二度以上評価した場合、成績の良い方を採用する。

⑴種雄賞

金章犬を３頭以上作出した父犬

優秀犬章を１５頭以上作出した父犬

⑵種雌賞

金章犬を１頭以上作出した母犬

優秀犬章を５頭以上作出した母犬

⑶作出奨励賞

金章犬を１頭以上作出した犬舎

優秀犬章を５頭以上作出した犬舎

５. その他

１．評価を担当した審査員は、その最終記録を会報などに掲載し公表する。

２．理事会では、今後の研究や新たな事実に基づいてこの内容を訂正する事がある。

５



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.7
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket true
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails true
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType true
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
    /Arial-Black
    /Arial-BlackItalic
    /Arial-BoldItalicMT
    /Arial-BoldMT
    /Arial-ItalicMT
    /ArialMT
    /ArialNarrow
    /ArialNarrow-Bold
    /ArialNarrow-BoldItalic
    /ArialNarrow-Italic
    /ArialUnicodeMS
    /CenturyGothic
    /CenturyGothic-Bold
    /CenturyGothic-BoldItalic
    /CenturyGothic-Italic
    /CourierNewPS-BoldItalicMT
    /CourierNewPS-BoldMT
    /CourierNewPS-ItalicMT
    /CourierNewPSMT
    /Georgia
    /Georgia-Bold
    /Georgia-BoldItalic
    /Georgia-Italic
    /Impact
    /LucidaConsole
    /Tahoma
    /Tahoma-Bold
    /TimesNewRomanMT-ExtraBold
    /TimesNewRomanPS-BoldItalicMT
    /TimesNewRomanPS-BoldMT
    /TimesNewRomanPS-ItalicMT
    /TimesNewRomanPSMT
    /Trebuchet-BoldItalic
    /TrebuchetMS
    /TrebuchetMS-Bold
    /TrebuchetMS-Italic
    /Verdana
    /Verdana-Bold
    /Verdana-BoldItalic
    /Verdana-Italic
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 150
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 150
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e67e5770b548c625353705e4597628d858fc70020003200300030002000780020003200300030002082f15bf876845de57a0b56fe7eb83002521b5efa7684002000500044004600206587686353ef57280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200037002e00300020621666f49ad87248672c4e2d62535f003002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc6aa28996548c521753705e4597628d85904e0020003200300030002000780020003200300030002082f1540b76845de57a0b7e6a571630025efa7acb76840020005000440046002065874ef653ef57280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200037002e00300020621666f49ad87248672c4e2d958b555f3002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor het weergeven en afdrukken van technische tekeningen die  groter zijn dan 200 x 200 inch \(508 x 508 cm\). Gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend in Acrobat en Adobe Reader 7.0  of hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents suitable for reliable viewing and printing of engineering drawings larger than 200 x 200 inches. Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 7.0 and later.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f3001003200300030002000780020003200300030002030a430f330c14ee54e0a306e62808853752856f39762306a3069306e8868793a304a3088307353705237752800200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b9069305730663044307e3059300200204f5c62103055308c305f00200050004400460020658766f8306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200037002e003000204ee54e0a3067958b304f30533068304c3067304d307e30593002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


